
『トホス』 
 
■あらすじ解説 
 
 ⻄アフリカ、ベナン共和国では、多彩な神格や霊的存在からなるヴォドゥン信仰が広く信
じられている。ヴォドゥンの神格には、雷神などの⾃然物、疱瘡神などの伝染病と関わるも
の、蛇などの動物と関わるもの、先祖霊と関わるものなどがある。 
 その中で、トホスと呼ばれる神格は、憑依する神であると同時に、⼈間の形で⽣まれてく
る神でもある。特に、⾝体や知的に障がいを持って⽣まれた場合、その⼦どもはトホス神と
される場合が多い。 
  
 本作品の主⼈公であるポールは、⼦どもの頃話すことができず、占いでトホス神であると
判じられた。 
 ポールが村を歩くと、⼈々はポールをからかう。しかし、話すことができなかったポール
は、周囲に挑発されることによって、少し話すことができるようになったのだと、村の⼈は
⾔う。お⾦がある時は⼈びとはトホス神であるポールに捧げ物をし、ヴォドゥンの儀式の際
には、憑依した神々が神⾃⾝であるポールに挨拶に来る。  
  
 そのようにして村の⼈は、畑仕事をせずに⼀⽇中散歩しているポールを侮り⾺⿅にしな
がらも,畏れ、愛でる。神と⼈間が⽣きる、聖性と俗性が⼊り混じった世界を、ポールに寄
り添いながら映し出した。 
 
第 1 回東京ドキュメンタリー映画祭 短編映画部⾨ 奨励賞受賞 
 
■スタッフ・制作クレジット 
 
上映時間：28 分 
撮影・録⾳・編集・監督：村津蘭 
撮影地：ベナン共和国コリン県ティオ区 
撮影：2016 年〜2017 年 
完成：2018 年 
出演・協⼒：ポール・アクウェパフン、アウォフエジ・メトベ、チャビ・ポール、ボジュレ
ヌ・ベルトラン、ジキン・スペロ、アハンゾ・ジャン、ウェケ・クロディン、ティオ区の皆
さん 
字幕協⼒：ロジェ・ガンダホ 
 


